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１ はじめに 

この資料は、Silicon Laboratories（以下、Silicon Labs）社製 Bluetooth®モジュール BGM1xxの開発環

境について簡易にまとめたものです。内容に誤りがないよう注意は払っておりますが、もし Silicon Labs社

が提供するドキュメント等と差異がございましたら、メーカー提供のものを優先してご参照ください。 

 

また、Silicon Labs社の ナレッジベース（FAQ）やコミュニティフォーラム（ユーザ同士で問題解決。

Silicon Labsのエンジニアも頻繁にコメントしています）には、本資料で取り上げていない様々な情報が記

載されております。 

製品をご使用頂く過程で疑問や課題が生じることもあると思いますが、他のユーザが既に解決方法を

見つけている場合も多々ございます。非常に有益ですので、ぜひご活用下さい。 

 

 アクセス方法 

Simplicity Studioから 

 

Web Siteから 

https://www.silabs.com/community  （Silicon Labs社製品全般） 

https://www.silabs.com/community/wireless/bluetooth  （Bluetoothに特化） 

 

 使用方法 

 

  

キーワードを入力 （例：BGM C example） 

https://www.silabs.com/community
https://www.silabs.com/community/wireless/bluetooth
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２ BGM1xxの概要 

BGM1xx は、シリコンラボ社 Blue Gecko（EFR32BG）を使用した、Bluetooth Low Energy 対応の

Bluetooth®モジュールです。 

モジュールを使用するメリットとして、主に以下が挙げられます。 

 ハードウェア設計にかける時間とコストが最小限で済み、早く市場に製品を投入できます。 

 無線性能を最大限に引き出すことができます。 

 最終製品としての認証（Bluetooth®認証/各国認証）が最小限で済み、早く市場に製品を投入でき

ます。 

シリコンラボ社の BGM1xx ファミリは、上記に加え、特に出力レベルの高さ、省スペースに特長がありま

す。また ARM Cortex-M4Fを搭載していますので、処理性能の高さも特長の 1つです。 

 

２-１ 製品ラインナップ 

ラインナップは以下の通りです。 

 パッケージタイプには、実装しやすい PCB タイプと、小型な SIP タイプを用意しています。 

 +18/19 dBm品は、高出力が許可されている一部の国（USなど）を想定した製品です。日本国内で

の使用を想定する場合には、+10dBm以下の製品をご選択ください。 

 無線モジュールにシールドが必要な国（韓国など）を想定する場合には、シールド付きモジュールを

ご選択ください。 

 基本的にはアンテナ内蔵品ですが、外部アンテナに対応した型番も用意しています。 

 Bluetooth 5.0で拡張された機能（2M PHY, ロングレンジ, アドバタイズ拡張）をご使用の場合には、

5.0対応品をご選択ください。 

 

型番 BT ver. 出力レベル 受信感度 タイプ シールド サイズ (mm) 搭載 SoC コメント 

BGM111 4.2 + 8 dBm - 92 dBm PCB ○ 12.9 x 15 x 2.2 EFR32BG1  

BGM113 4.2 + 3 dBm - 92 dBm PCB ○ 9.2 x 15.8 x 1.9 EFR32BG1 BLE113のピンコンパチ品です 

BGM121 4.2 + 8 dBm - 90 dBm SIP × 6.5 x 6.5 x 1.4 EFR32BG1  

BGM123 4.2 + 2 dBm - 90 dBm SIP × 6.5 x 6.5 x 1.4 EFR32BG1 BGM121の低出力版です 

BGM11S12 4.2 + 2 dBm - 90 dBm SIP ○ 6.5 x 6.5 x 1.4 EFR32BG1 BGM123のシールド付き版です 

BGM11S22 4.2 +8 dBm - 90 dBm SIP ○ 6.5 x 6.5 x 1.4 EFR32BG1 BGM121のシールド付き版です 

BGM13P22 5.0 + 8 dBm - 94.8 dBm PCB ○ 12.9 x 15.0 x 2.2 EFR32BG13  

BGM13P32 5.0 +19 dBm - 94.8 dBm PCB ○ 12.9 x 15.0 x 2.2 EFR32BG13 BGM13P22の高出力版です 

BGM13S22 5.0 + 8 dBm -94.1 dBm SIP ○ 6.5 x 6.5 x 1.4 EFR32BG13  

BGM13S32 5.0 + 18 dBm -94.1 dBm SIP ○ 6.5 x 6.5 x 1.4 EFR32BG13 BGM13S22の高出力版です 

 

 

 

 

 

PCBモジュール SIPモジュール 
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２-２ モジュールの制御方法 

BGM1xxの制御方法は大きく分けて 2通りあります。以前の SDKで対応していた”BGScript”は、

Bluetooth SDK 2.3.2を最後にサポート終了しております。 

なお、下図はイメージしやすいように簡略化したものです。実際には Bluetoothスタックからも EMLIBを

使用しているなど、下図とは相違があります。 

 

  ネットワーク・コプロセッサ（NCP）モード 

外部のホストシステム（マイコンや PC）からの制

御により動作するモードです。Silicon Labs社のドキ

ュメントでは Network Co-Processor (NCP) モードと

いう名称で紹介されています。 

モジュールの制御は、ホストシステムからはシリ

アルポートを介して行い、API（BGAPI）が用意され

ています。また、ホストシステムのソフト設計を助け

るため、ライブラリ（BGLIB）が用意されています。 

モジュールに搭載したマイコンでは性能不十分の

場合や、ユーザアプリをホストシステムに載せた方

がシステム設計の観点で都合が良い場合、などに

ご活用頂けます。 

 

  C言語設計 

モジュールを単なるハードウェアの器として扱い、ソフトウェアについて

はワイヤレスマイコンとしてC言語設計する方法です。柔軟性の高さがメ

リットで、ワイヤレスマイコンの持つ機能を存分に活用頂けます。 

Bluetooth制御用の API、ペリフェラルの制御用の API（EMLIB）が用

意されています。ペリフェラル制御用の API（EMLIB）は、マイコン単品

（EFM32シリーズ）と共用 APIになっています。 
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３ 開発環境のご紹介 

BGM1xx の開発環境について、ハードウェアとソフトウェアに分けてご紹介します。 

 

３-１ ハードウェア 

開発環境として、Blue Gecko Bluetooth Smart Module Wireless Starter Kit（以後、Wireless Starter Kit）を

用意しています。 

 

３-１-１ Blue Gecko Bluetooth Smart Module Wireless Starter Kit 

Wireless Starter Kitには、Wireless Starter Kitメインボード（以後、メインボード）と、Wireless Starter Kit

ラジオボード（以後、ラジオボード）が含まれています。ラジオボードをメインボードのソケットに装着して

使用します。 

 

 

Wireless Starter Kit の同梱物は以下の通りです。キットに含まれるラジオボードは変更できませんの

で、ご必要に応じてラジオボードを別途お買い求めください。 

また、モジュールではなく SoCを同梱したキットもご用意しております。 

 

 

 

 

 

 

ファミリ名 

メイン

ボード 

モジュール SoC コメント 

BGM111 BGM113 BGM121 BGM13P BGM13S EFR32BG1 EFR32BG13 

SLWSTK6101B（旧品番） 1 1 1       

SLWSTK6101C 1 1  1     BT4.2モジュール 

SLWSTK6101D 1    1 1   BT5.0モジュール 

SLWSTK6020B 1      1 1 SoC 

メインボード 

 

ラジオボード 

（BGM111） 

ラジオボード 

（BGM121） 
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モジュールを搭載したラジオボードのラインナップは以下の通りです。 

 

モジュール名 ラジオボード名 コメント 

BGM111 SLWRB4300A  

BGM113 SLWRB4301A  

BGM121 SLWRB4302A  

BGM123 N/A SLWRB4302Aをご利用ください 

BGM11S12 N/A SLWRB4303Aをご利用ください 

BGM11S22 SLWRB4303A  

BGM13P22 SLWRB4306A  

BGM13P32 SLWRB4306B  

BGM13S22 SLWRB4305C  

BGM13S32 SLWRB4305A  

 

SoCを搭載したラジオボードの一覧については、Silicon Labs社WEBにてご確認ください。 

 

 

３-１-２ Simplicity Debug Adaptor Board（SLSDA001A） 

Wireless Starter Kit とユーザ基板とを接続する際に使用するコネクタです。評価基板 Thunderboard 

React へプログラミングを行う際にも使用します。 

             

          SLSDA001A          このように接続して使う 

 

 

  

https://www.silabs.com/products/development-tools/wireless/bluetooth/blue-gecko-bluetooth-low-energy-soc-starter-kit


 TSC-01013 

 

 

 

ver. 2.0 2019年 3月            9/42               TecStar Company 

３-２ ソフトウェア 

BGM1xxの開発環境には Simplicity Studioがご使用頂けます。 

 

３-２-１ Simplicity Studio 

Simplicity Studioは、BGM1xxをターゲットとしたコンパイル・デバッグ・プログラミングを 1つのプラッ

トで提供することができるソフトウェアです。統合開発環境（IDE）を中心に、非常に便利なツール群が充

実しています。同社製の 32bit MCUや 8bit MCU も同一プラットフォームで開発が可能です。 

 

 

PCをネットワーク・コプロセッサ（NCP）モードのホストシステムに見立てた評価が行える BG Toolや、

生成したバイナリをダウンロードする際に使う Simplicity Commanderや、パケットトレースできる

Network Analyzer も、Simplicity Studio上に統合されています。 

 

３-２-２ Blue Gecko アプリ 

Blue Gecko Appは、BGM1xx評価用のスマホアプリです。iOS用は App Storeから、Android用は

Google Playからダウンロード頂けます。 

 

 

 

 

 

 

  

注） 画像は Simplicity Studio v3 のものです 
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４ 各種ドキュメントの入手方法 

BGM1xxのドキュメントの入手方法について紹介します。 

 

４-１ ドキュメントの入手方法 （WEB） 

BGM1xxに関するドキュメントは、Silicon Labs社WEBの Technical Resource Searchからご入手可能で

す。（リンク） 

製品（Products）やドキュメントタイプ（Resource Type）でフィルタをかけることができますので、活用しなが

ら必要な情報をご入手ください。なお、BGM1xx ファミリは、Products -> Wireless -> Bluetooth Low Energy 

-> Blue Gecko Bluetooth Low Energy Modulesの下に分類されています。SoC（EFR32BG）は、Blue Gecko 

Bluetooth Low Energy SoCsの下です。 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.silabs.com/support/resources.p-wireless_bluetooth-low-energy_blue-gecko-bluetooth-low-energy-modules
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４-２ ドキュメントの入手方法 （Simplicity Studio） 

各種ドキュメントは、Simplicity Studioからご入手頂くことも可能です。 

Simplicity Studioを起動し、My Productsタブ ⇒ 空欄に使用する製品型番を入力 ⇒ 候補の中から該

当する型番を選択します。 

もし、ご使用になるラジオボードをお持ちであれば、PCにWireless Starter Kitを接続し、Debug Adapters

でラジオボードを選択する、という手順でも結構です。 

 

 

 

製品型番を指定すると、関連するドキュメントやサンプルコードが自動でリストアップされます。情報の種

別に応じて、Getting Started、Documentation、Compatible Tools、Resources というタブに分類されていま

す。 
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 Getting Started タブ 

 

 

 

Demos: 

評価基板上で動作するデモンストレーション用のソフトです。Buildすることなくモジュールに書き込ん

で、動作を確認することができます。 

 

Software Example: 

評価ボード上で動作するサンプルコードです。ソフトの実装方法について学んだり、機能について理

解したりするのに役立ちます。Bluetoothアプリ（Bluetoothスタック＋ユーザコード）と、ブートローダー単

体（Gecko Bootloader）のサンプルコードが用意されています。 

 

SDK Documentation: 

Bluetooth SDKに関するドキュメントがまとめてあります。 

 

- Start Here … 最初にご確認頂きたいドキュメントがリストアップされています。 

- API References … APIの使用方法。 

- Application Notes … 特定の用例について記しています。 

- Fundamentals … Bluetoothの基礎などについてまとめています。 

- Quick Start Guides … ボードやツールの簡易取説。 

- Release Notes … SDK リリース時に追加・修正した機能や既知のバグ情報。 

- User’s Guide … 各種ツールや設計手法などについて記しています。 

 

 

 

 

  



 TSC-01013 

 

 

 

ver. 2.0 2019年 3月            13/42               TecStar Company 

 Documentation タブ 

 

 

 

All Documents: 

各種ドキュメントがまとめてあります。前出の SDK Documentations と重複するものもあります。重複

分の説明は割愛します。 

 

- Application Notes … 特定の用例について記しています。各ペリフェラル（ADCやシリアルインタフェ

ースなど）の使用方法に関する情報も用意されています。 

- Data Sheets … BGM1xxのデータシート。 

- Errata … モジュール内で使用されている SoC（EFR32BGxx）のバグ情報。 

- Miscellaneous … 認証関連のレポート 

- Reference Manual … Bluetooth APIの仕様、モジュール内で使用されている SoC（EFR32BGxx）の

動作仕様書。 

- Schematic and Layout Files … ラジオボードの回路図・部品表・レイアウト情報。 
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４-３ API ドキュメント （WEB） 

API ドキュメントはオンライン版も用意されています。 

 

 Bluetooth API 

https://docs.silabs.com/bluetooth/latest/ 

 

 各ペリフェラル制御用 API （EMLIB） 

EFR32BG1ベース （BGM111, 113, 12x, 11S）向け 

https://docs.silabs.com/mcu/latest/efr32bg1/ 

EFR32BG13ベース （BGM13P, 13S）向け 

https://docs.silabs.com/mcu/latest/efr32bg13/ 

 

４-４ サンプルコード 

サンプルコードは、Simplicity Studioに用意されているものの他、GitHubからご入手頂けます。 

 

 Bluetooth動作 

Simplicity Studio（Getting Started タブ）, ナレッジベース（リンク） 

 

 各ペリフェラル 

https://github.com/SiliconLabs/peripheral_examples 

 

ファイル名に S1や pg1が付いているものが、EFR32/BGM1xxに対応したサンプルコードです。 

 

 

 

 スマホアプリ 

iOS向け 

https://github.com/SiliconLabs/Bluegecko-ios 

Android向け 

https://github.com/SiliconLabs/Bluegecko-android 

 

 

https://docs.silabs.com/bluetooth/latest/
https://docs.silabs.com/mcu/latest/efr32bg1/
https://docs.silabs.com/mcu/latest/efr32bg13/
https://www.silabs.com/community/wireless/bluetooth/knowledge-base
https://github.com/SiliconLabs/peripheral_examples
https://github.com/SiliconLabs/Bluegecko-ios
https://github.com/SiliconLabs/Bluegecko-android
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４-５ よくある質問 

 

４-５-１ 最初に読むべきドキュメントはどれですか？  

QSG139「Getting Started with Bluetooth® Software Development」を最初にご覧ください。提供される

Bluetooth SDKの構成、各種ツール、ドキュメント体系などをご紹介しています。 

その上で、使用する設計手法に応じたドキュメントを読み進めて頂くのが効果的です。 

 

４-５-２ 評価ボードの回路図・レイアウト図・部品表はどこから入手できますか？ 

Silicon Labs社WEB、およびSimplicity Studioにて配布しています。本資料のドキュメント入手方法を

ご参照ください。 

 

４-５-３ 情報が表示されません （Simplicity Studio） 

Demos, Documentationなどに情報が表示されない場合には、SDKが適正に選択されていない可能

性があります。下図を参考に、Bluetooth SDKが選択されているか確認してみてください。SDKが選択さ

れていない場合には、“Click here” から SDKを選択してください。 

 

 

 

４-５-４ いつも使うドキュメントに素早くアクセスしたい （Simplicity Studio） 

各ドキュメントの右横にある☆印をクリックすると、☆の色が変わり、My Favorite Documentsに追加さ

れます。良く使うドキュメントを追加しておくと便利です。 

 

 

  

https://www.silabs.com/documents/login/quick-start-guides/qsg139-getting-started-with-bluetooth.pdf
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５ ソフトウェア・インストール 

BGM1xxのスタックやサンプルコードは Bluetooth SDKに含まれています。その入手方法について、順

を追ってご紹介します。 

Bluetoothの開発・評価には、Simplicity Studio（開発環境）、Bluetooth SDK、Cコンパイラをインストール

する必要あります。Bluetooth のスタックやサンプルコードは Bluetooth SDK に含まれており、Simplicity 

Studio の一部としてインストールされます。また、ツール類（IDE や Flash Programmer など）は Simplicity 

Studioに搭載されています。 

ここでは、それらの入手方法について、順を追ってご紹介します。 

 

５-１ Simplicity Studio／Bluetooth SDKのインストール （オンライン・インストール） 

 

①  下記URLより、「Windows Installer」をダウンロードします。64-bit OS用となっていますので、32-bit 

OS用が必要な場合には「クリックしてWindows（32-bit）…」からダウンロードしてください。 

http://jp.silabs.com/products/mcu/Pages/simplicity-studio.aspx 

 

ダウンロード時に Silicon Labs社のアカウントが必要になります。お持ちでない場合には、本資料「5-2-1 

シリコンラボ社アカウントの取得方法」を参考にご入手ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://jp.silabs.com/products/mcu/Pages/simplicity-studio.aspx
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② ダウンロード完了後 ” install-studio-v4_xx.exe” を起動し、インストールを開始してください。

License Agreement → インストールフォルダの指定（Choose Destination Location） → インストール実行

の手順で進んでいきます。インスールフォルダを指定する際には、全角文字（2バイトコード）が入らない

pathを指定してください。使用時にエラーが出る場合があります。 

インストールが進むと、ログイン画面が表示されます。シリコンラボ社のアカウント情報（Email とパスワ

ード）を入力し、Log Inをクリックします。 

アカウントを持っていない場合には、Skip log in for nowから先に進むことはできますが、Bluetooth SDK

は別途インストールが必要となります。 

 

 

 

③ Installation Managerが起動しますので、Install by Product Groupを選択します。 

 

 

 

 

 

アカウント情報を入力 
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Install Wizardが起動しますので、“Bluetooth”にチェックを付け、Nextをクリックします。 

なお、MCU 用のサンプルコードを活用したい場合には、“EFM32 32-bit MCU Products”にもチェックを

つけておきます。BGM1xx と EFM32PGxxは機能互換となっており、ソースコードが流用できます。 

 

 

④ インストール可能なコンテンツが表示されます。Bluetooth が“Access Granted”と表示されていること

を確認して、Nextをクリックします。 
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なお、ログインを行っていないと、Bluetoothのコンテンツがインストール不可となっています。 

 

 

 

⑤ インストールを行うコンテンツがリストアップされます。Recommended でリストアップされているコンテ

ンツは取捨ができますので、不要なものを外すことでインストールに必要な時間と容量を削減することがで

きます。 

選択が終わったら、Nextをクリックします。 
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⑥ Review Licenseでライセンス内容を確認し、Acceptにチェックを付け、Finish をクリックします。 

 

 

 

コンテンツのインストールが始まります。インストール後に再起動したら、セットアップは完了です。 
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５-２ インストールがうまくいかない場合 

 

５-２-１ シリコンラボ社アカウントの取得方法 

Bluetooth SDKの入手には、シリコンラボ社WEBサイトのアカウントが必要になります。お持ちでない

場合には、下記の手順でご入手ください。アカウントの作成は無料です。 

 

① 下記URLにアクセスし、右上の Registerからアカウント作成に進んでください。 

https://www.silabs.com/ 

 

 

 

② 必要事項を入力し、Create an Accountでアカウントを作成してください。 

 

名前 

苗字 

会社名 

メールアドレス 

パスワード 

国名 

県名 

郵便番号 

パスワード（再入力） 

https://www.silabs.com/
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③ アカウントが生成できたら、念のため発行されたアカウントでログインできることを確認してくださ

い。下記 URLにアクセスし、右上の Log Inからログインを行ってください。 

https://www.silabs.com/ 

 

 

 

④ ログインに成功すると、画面右上に「Welcome, 名前」が表示されます。 

 

 

 

５-２-２ 企業プロキシサーバーを介して接続している場合 

インストールにはインターネット接続が必要になりますが、プロキシサーバーを導入している企業ユー

ザ様の場合にはプロキシ設定が必要になる場合があります。設定内容については、自社のネットワーク

管理者にご相談下さい。プロキシを介さずにインターネット回線に接続できる環境が構築できる場合に

は、そちらをご利用頂くのが簡単です。（WiFiルータや自宅など） 

 

Simplicity Studioがアクセスする先については、シリコンラボ社のコミュニティフォーラムに関連情

報があります。（リンク） 企業プロキシサーバーのセキュリティオプション（ホワイトリスト）で回避するよ

うな場合にご利用ください。 

 

 

プロキシサーバーの設定は、以下の手順で行います。 

Simplicity StudioのSettingsアイコンを選択し、Network Connectionsを選択します。プロキシ設

定の画面が表示されますので、Active ProviderをManualに設定変更し、Proxy entriesに必要な設

定を入力してください。 

 

ここの通信方法の情報が必要 

企業内 

https://www.silabs.com/
https://www.silabs.com/community/software/simplicity-studio/knowledge-base.entry.html/2016/11/02/simplicity_studiov4-1FqX


 TSC-01013 

 

 

 

ver. 2.0 2019年 3月            23/42               TecStar Company 

 

 

設定が終わったらログイン（Sign In）を行います。画面左上の Sign Inをクリックし、シリコンラボ社

WEBサイトのアカウントを入力します。ログインに成功すると、画面左上にメールアドレスが表示されま

す。 

   

 

ログインに成功したら、Update Softwareアイコンをクリックし、Install Managerからインストールが

継続できます。 

 

 

 

設定項目・設定内容は、各企業様によって異なります 
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設定例： PC とプロキシサーバー間の通信に HTTPのみを使用している場合 

 

 

 

５-２-３ プロキシ設定をしてもインストールがうまくいかない場合 

強固なセキュリティを施している企業様の場合には、適当なプロキシ設定を行ったとしても、サインイ

ンやインストールが阻害される場合があります。（WEBではサインインできるが、Simplicity Studioでは

サインインできない、などの症状が出ます） 

その場合には、Simplicity Studioがアクセスする下記アドレスを、プロキシサーバーのホワイトリス

トに追加して頂くことで、サインインやインストールが可能になると思われます。 

 

 https://developer.silabs.com 

 https://siliconlabs.force.com 

 https://devtools.silabs.com 

 https://secure-private-ga.s3-accelerate.amazonaws.com 

 https://gecko-resources.silabs.com 

 

Silicon Labs社のWEBサイトでも情報公開されております。（リンク-1, リンク-2） 

 

  

https://www.silabs.com/community/software/simplicity-studio/knowledge-base.entry.html/2016/11/02/simplicity_studiov4-1FqX
https://www.silabs.com/community/software/simplicity-studio/knowledge-base.entry.html/2018/10/12/installing_ssl_secur-UVxo
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５-２-４ オフライン・インストーラ 

オンラインでインストールすることが望ましいですが、どうしてもプロキシの設定がうまくいかない場合

には、オフライン・インストーラも活用頂けます。 

 

＜マクニカオンラインサービス FAQ＞ 

 Simplicity Studio のオフライン・インストーラはありますか？ 

 

５-２-５ Install Manager／Install Wizardの画面を閉じてしまいました 

画面左上の Update Softwareアイコンをクリックすると、Install Managerを起動することができます。 

 

 

 

 

  

https://service.macnica.co.jp/support/faq/125501
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５-３ IAR コンパイラのインストール （オプション） 

BGM1xxを C言語設計する場合には、C コンパイラが必要になります。Bluetooth SDK 2.4.0以降の

SDKでは、Simplicity Studioに標準インストールされる GCC（無償コンパイラ）をご使用頂くことができます。

有償になりますが、GCCに比べてコード効率の良い3rd party製コンパイラ（IARシステムズ社）もご使用に

なれます。 

IARコンパイラのインストールが完了すると、Simplicity StudioはToolchainとして自動認識します。念の

ため、歯車アイコン（Preference）→Simplicity Studio→Toolchainsで IARコンパイラが認識されていることを

確認してください。もし自動認識されていないようであれば、Addボタンから追加登録を行うことができま

す。 

 

 

 

Bluetooth SDKでは、ご使用頂ける IARバージョンを指定させて頂いております。 

 SDK 2.0~2.8.2 → IAR v.7.80.2 

 SDK 2.9.0~2.9.2 → IAR v.7.80.4 

 SDK 2.10.0~ → IAR v.8.30.1 

 

＜マクニカオンラインサービス FAQ＞ 

 BGM1xxの C言語設計で IAR コンパイラを使用しますが、バージョンの指定はありますか？ 

 IAR EWARM v.7.80.2 の入手先を教えてください 

  

https://service.macnica.co.jp/support/faq/124837
https://service.macnica.co.jp/support/faq/126581
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６ 使用方法 

サンプルコードを評価キットと Simplicity Studioを使用した評価手順をご紹介します。ここでは BGM13S

を使用しておりますが、他のモジュールでも手順は同じです。なお、各ツールから Simplicity Studio のトッ

プ画面に戻るには、画面右上の Launcherアイコンを使用します。 

 

 

 

６-１ 基本動作を確認する （Smart Phone Appデモ） 

BGMにデモをダウンロードし、スマホ用アプリから接続してみます。 

 

 

６-１-１ セットアップ 

① メインボードにラジオボードを装着します。ラジオボードの向きは下図を参照ください。 

 

 

 

 

② BAT, USB, AEMの中から、基板に給電する方法を選びます。スイッチを AEMに切り替えます。

なお、給電スイッチは、 

➢ BAT： 電池からの給電 （電池では供給電流が足りず、動作しない場合が多々あります） 

➢ USB： 未使用 

➢ AEM： PCから USB経由での給電 

となっています。 

 

③ 基板左の USB コネクタと PCを USBケーブルで接続します 

BAT / USB / AEM 

USBケーブル 

（PCへ） 

メインボード 

 

ラジオボード 
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④ Simplicity Studioを起動します。ボードが認識されると、画面左上のDebug Adaptersに表示されま

すので、それを選択すると Adapter Firmware versionが表示されます。 

Adapter Firmware versionの横にChangeという表示がある場合は問題ありません。もし、Install と

いう表示があった場合は、Wireless Starter Kit上の制御ファームウェアが最新状態ではありませ

んので、Installをクリックして更新してください。 

 

 

 

⑤ 3-2-2章で紹介した Blue Geckoアプリを、スマホ／タブレットにインストールします。 

 

６-１-２ デモをダウンロードする 

① Debug Adaptersでラジオボードを選択します。 

② DemosのBluetooth (SoC) Advancedの“SOC – Smart Phone App”の右横の をクリックし

ます。 

 

 

③ Modeが Runになっていることを確認し、Startをクリックします。 
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④ ダウンロードの進捗はウィンドウの下側に表示されます。 

 

 

６-１-３ スマホアプリから接続する （Health Thermometer） 

① Blue Geckoアプリを起動します。右のような画面が表示され

ます。 

ダウンロードした Smart Phone Appは、 

 Health Thermometer（体温計） 

 Retail Beacon（ビーコン） 

 Key Fobs（キーレスなどの認証デバイス） 

という 3つのデモを含んでいます。 

 

ここでは Health Thermometerを使用してみます。Health 

Thermometerをタップします。 
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② BGxxxxxというデバイス名が見つかりますのでタップして接続すると、温度情報が表示されます。

ここでは、メインボードに実装された温度センサを使用して取得した温度情報を表示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ メインボードの右上に、白いパッケージのデバイスが実装されています。これが温度センサです。

このセンサに触れてみます。 

 

 

④ 体温で温度センサの取得値が上昇します。 

 

 

 

 

⑤ Health Thermometerデモを終了するには、画面左上 

の ＜ をタップします。 
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６-１-４ スマホアプリから接続する （Key Fobs） 

① Key Fobsをタップします。 

② BGxxxxx というデバイス名が見つかったら、FINDボタンをタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ メインボード上の LEDが点滅を開始します。 
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６-２ 基本動作を確認する （SOC - Smart Phone App） 

前章では、あらかじめビルドされたデモをダウンロードして動作を確認しました。本章では、同じ Smart 

Phone Appの C言語プロジェクトを使い、ビルド、ダウンロードという C言語開発の一連の流れについて体

験します。 

なお、6-1に従ってデモをダウンロードしたところからの作業を想定しています。デモをダウンロードして

いない場合には、BGMにブートローダーが書かれておらず動作しない場合があります。ブートローダー単

体をダウンロードする手順はアドバンストガイドでご紹介します。 

 

６-２-１ プロジェクトをロードする 

① Debug Adaptersでラジオボードを選択します。 

② New Projectをクリックします。 

 

 

 

③ Bluetooth SDKを選択し、Nextをクリックします。複数のSDKバージョンをインストールしている場

合には、使用する SDKバージョンを選びます。 
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④ SOC – Smart Phone Appを選択して、Nextをクリックします。 

 

 

 

⑤ プロジェクト名と作業フォルダを指定して、Nextをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

プロジェクト名 

作業フォルダ 
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⑥ 使用するコンパイラを指定し、Finishをクリックします。 

 

 

 

⑦ サンプルコードの準備が整うと、Simplicity IDEが起動します。画面右に表示されているのが

GATT Configuratorで、使用するプロファイルやサービス、キャラクタリスティックを設定することが

できます。 

 

 

GATT Configurator 
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６-２-２ GATT設定をソースコードに反映させる 

① GATTの設定をソースコードに反映するために、Generateをクリックします。 

 

 

 

② ファイルが生成されます。（ファイルの上書きが生じる場合には、事前に確認画面が出ます） 
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６-２-３ ビルドする 

① サンプルコードをビルドし、Starter Kitにダウンロードします。まずはトンカチのアイコン（Build）を

クリックします。コンパイラが走り、サンプルコードがビルドされます。 

 

      

 

② ビルドが完了したら、生成した HEX ファイルをダウンロードします。 

Project ExplorerのBinariesの中に、インテルHEX（.hex）とモトローラHEX（.s37）が含まれていま

す。どちらでも良いので選択し、右クリックし、Flash to Deviceを選択します。 
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③ Flash Programmerが起動し、Fileが選択されていることを確認したら、Programをクリックします。 

Flashは必要に応じて自動イレースされますが、マニュアルでイレースしたい場合には Eraseをク

リックします。イレースする範囲は Advanced Settingsで設定できます。 

 

 

 

④ ダウンロードが完了したら、Blue Geckoアプリから認識できることを確認してください。 
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６-３ 基本動作を確認する （NCP target – Empty デモ） 

BGM1xxにネットワーク・コプロセッサ（NCP）モードのファームウェアを書き込むと、外部コントローラか

らシリアルポート経由でコマンド制御することが可能になります。 

といっても、外部コントローラのソフト設計するのは大変ですので、外部コントローラの役割を Simplicity 

Studio上のツール（BGTool）が担い、簡易評価を行えるようになっています。 

下図はNCPモードの制御図ですが、ホストシステムを PCが、ユーザアプリを BGToolが役割を担うこと

になります。Bluetoothモジュールとホストシステムを繋ぐシリアルポートは仮想 COMポート（メインボード

上の J-LINKに CDCが実装されている）を使用します。 

 

 

 

まず、BGM1xxに、NCP モードのファームウェアを書き込みます。Wireless Starter Kitを接続し、

Getting Started タブの Demosの中から、「NCP target - Empty」をダウンロードします。 

 

① BGM1xxに NCPのファームウェアを書き込みます。「NCP target - Empty」を使用してください。 
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② ダウンロードが完了したら、Compatible Tools タブから BG Tool を選択します。 

 

 

 

③ BG Toolが起動します。Connect with で JLink CDC UART Port （仮想 COMポート）を選択し、ボ

ーレートは 115200に設定して、Openをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 TSC-01013 

 

 

 

ver. 2.0 2019年 3月            40/42               TecStar Company 

④ 右下の接続状態を示すメッセージが“Connected”に変わり、接続できたことが確認できます。 

画面上に制御用ウィンドウがあり、アドバタイズの開始（送信）とスキャン（受信）が行えます。 

画面下には Logが表示されます。Logでは、BG Tool（PC）側からのコマンドと、それに対する

BGM1xxのレスポンスが確認できます。下図の例では、BG Toolから bt_addressを調べるコマンドを

送り、BGM1xxがアドレス情報を返しています。 

 

 

 Advertise (Slave) 

アドバタイズのモードを設定して Startボタンをクリックすると、アドバタイズが開始されます。“Show”で

“Advanced settings”を選択すると、インターバルの設定などが行えます。  

 

PC側からのコマンド 

BGM1xxのレスポンス 

簡易設定／詳細設定の切り替え 
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 Advertise (Master) 

スキャンを実行することができます。Startボタンをクリックするとスキャンを開始し、受信したアドレス、

RSSI（信号強度）、アドバタイズデータなどを閲覧できます。“Advanced settings”を選択すると、スキャ

ン・インターバルやスキャン・ウィンドウの設定が行えます。 

 

 

 APIを直接実行する 

Logの下に、コマンドを直接入力できる欄も用意されています。コマンドを入力し、Sendボタンをクリッ

クします。下図の例では、もう一度 gecko_cmd_system_get_bt_addressを送っています。 
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改版履歴 

Version 改定日 改定内容 

1.0 2017年 01月 ・新規作成。マクニカオンラインで公開 

2.0 2019年 03月 ・クイックスタートガイドとアドバンストガイドに分割 
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